
「住民こそ主人公」が原点

国の“地方こわし”から市民の暮らし・福祉まもります

⒈ 

医
療
・介
護
・福
祉
改
悪
に

 
 

 

　　
立
ち
向
か
う

⒉ 

災
害
か
ら
住
民
の
命
と
財
産
を
守
る

 

・・・・防
災
・減
災
を
最
優
先
に

⒊ 

高
齢
者
が

 

生
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

● 

希
望
者
が
受
け
ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

● 

高
す
ぎ
る
国
保
税
さ
ら
な
る
引
下
げ
を

 

市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
、
国
の
制
度
と
し

て
一
兆
円
の
公
費
負
担
増
を
求
め
て
い
く
。
「
均
等

(

人
数)

割
」
を
廃
止
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
健
康
保

険
並
み
に
引
き
下
げ
を
。

● 

介
護
保
険
料
、利
用
料
の
軽
減・減
免
を
す
す
め
、 

特
養
ホ
ー
ム
な
ど
の
増
設
、在
宅
介
護
の
拡
充・改
善
。

 

「
軽
度
」
の
人
も
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に

● 

伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
維
持
と
充
実

を

 

保
健
や
検
診
な
ど
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
。
医
師
・
看
護
師
を
確
保

し
、
入
院
病
床
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

● 

が
ん
検
診
無
料
を
復
活
し
、受
診
率
を
向
上
さ
せ
る

● 

妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
。

● 

生
活
保
護
の
改
悪
を
許
さ
ず
、生
活
困
窮
者
の
支

援
体
制
強
化
を
は
か
る

　

地
域
に
根
を
張
る
中
小
企
業
、商
店
街
や
観
光
、農
業

を
ま
も
り
、地
元
資
源
を
活
か
し
た
発
展
の
支
援
こ
そ

● 

住
宅
、店
舗
の
新
築・リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
継
続

● 

荒
廃
農
地
の
解
消
、新
規
就
農
者
支
援
、担
い
手
後

継
者
の
育
成
。

● 

良
質
な
生
ご
み
堆
肥『
農
土
香
』活
用
で
、特
産
品

ブ
ラ
ン
ド
化
、専
門
の
農
業
振
興
公
社
の
設
立

● 

被
害
か
ら
農
産
物
を
守
り
、農
家
の
営
農
意
欲
を

維
持
す
る
た
め
に
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

● 

市
内
ジ
オ
サ
イ
ト
、反
射
炉
な
ど
自
然・文
化
遺
産
、

農
業・地
元
特
産
物
と
結
ん
だ
循
環
型
の
観
光
振
興

● ｢

気
候
非
常
事
態｣

宣
言
し
、行
政・市
民・事
業
所
の

協
力
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
推
進
。雑
紙
回
収
、生
ご
み

堆
肥
化
の
拡
充
な
ど
ご
み
減
量
化
。

● 

ご
み
焼
却
場
の
広
域
化
を
口
実
に
し
た
ゴ
ミ
手
数

料（
ゴ
ミ
袋
）の
大
幅
な
値
上
げ
反
対

● 

浜
岡
原
発
再
稼
働
は
許
さ
な
い
。

●  

２
０
１
９
年
１
９
号
台
風
な
ど
、床
上
浸
水
や

農
業
被
害
が
頻
繁
化
。内
水
、支
川
整
備
は
ま

っ
た
な
し
。

● 

北
伊
豆
地
震
の
教
訓
踏
ま
え
、心
配
さ
れ
る
新

「
狩
野
川
断
層
」視
野
に
い
れ
た
地
域
防
災
対

策
の
強
化

● 

災
害
時
避
難
所
の
運
営
、簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
備

蓄
品
の
充
実
を
地
区
ま
か
せ
で
な
く
市
が
本
格

的
に
準
備
を

● 

一
般
住
宅
の
耐
震
補
強
へ
の
助
成
拡
大

● ｢

敬
老
祝
い
金｣

一
律
支
給
の
復
活
、半
減
し
た
タ

ク
シ
ー
券
を
元
に
戻
す

● 

湯
の
町
伊
豆
の
国
市
の
誇
れ
る
施
策…

高
齢
者

温
泉
施
設
の
無
料
復
活

⒋ 

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

⒌ 

地
域
経
済
・町
お
こ
し
・環
境

● 

０
歳
児
保
育
の
実
施
、幼
稚
園
授
業
料
、保
育
料

の
給
食
費
を
含
め
完
全
無
料
化

● 

学
童
保
育
は
、条
件
付
き
で
な
く
６
年
生
ま
で
希

望
者
全
員
の
受
け
入
れ
、学
童
指
導
員
の
待
遇
改

善
を

● 

子
ど
も
の
目
線
で
通
学
路
の
点
検
を

● 

就
学
援
助
、ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
の
強
化
、

地
域
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備

⒍ 

近
く
て
利
用
し
や
す
い
公
共
施
設
を

● 

「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」は
抜
本
的
に
見
直
し
を

● 

長
岡
地
域
に
公
共
図
書
館
を

 　

国
は
、
社
会
保
障
を
口
実
に
消
費
税
増
税
を
強
行

し
て
お
き
な
が
ら
、
社
会
保
障
予
算
の
「
自
然
増
」

を
削
減
し
つ
づ
け
、
制
度
改
悪
を
強
行
し
て
い
ま
す
。

 

国
保
の
運
営
主
体
を
２
０
１
８
年
度
、
市
町
村
か
ら

都
道
府
県
へ
移
行
。
市
町
村
が
行
っ
て
い
る
一
般
会

計
か
ら
国
保
へ
の
繰
入
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
狙

い
で
す
。

 　

介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
２
０
年
。
保
険
料
と
利
用

料
の
負
担
は
倍
額
、
要
支
援
も
給
付
対
象
か
ら
外
す

な
ど
、"
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
""
サ
ー
ビ
ス
利
用

で
き
な
い
保
険
"
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
伊

豆
の
国
市
で
も
残
っ
た
保
険
料
が
基
金
に
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

国
の
悪
政
か
ら
、

市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

若
い
人
も
高
齢
者
も

住
ん
で
良
か
っ
た
と
い
え
る

 
 

伊
豆
の
国
市
を


